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公益財団法人　藤沢市まちづくり協会
シルバー人材センター・生きがい就労センター

もやいとは、人と人とを結び付けること（共働・共助）

夕
陽
燦
燦	

宇
野
　
雅
夫
（
写
真
同
好
会
）

◆
就
業
相
談
会
に
来
ま
せ
ん
か
？
◆

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
第
2

水
曜
日
の
14
時
40
分
よ
り
お
仕
事
の
ご
紹
介
と

相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
就
業
相
談
会
の
日
程

11
月
8
日
（
水
）・
12
月
13
日
（
水
）

1
月
10
日
（
水
）・
2
月
14
日
（
水
）

3
月
14
日
（
水
）

そ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

fujisaw
a-sjc.jp

）・
テ
レ
ホ
ン
情
報
サ
ー
ビ
ス

　
（
☎
（
２
７
）
１
１
３
５
）
で
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。

◆
入
会
説
明
会
の
日
程
◆

毎
月
10
時
よ
り

11
月
15
日
（
水
）・
12
月
20
日
（
水
）

1
月
17
日
（
水
）・
2
月
14
日
（
水
）

3
月
22
日
（
木
）

◆
今
後
の
行
事
予
定
◆

・
10
月
14
日
（
土
）
鵠
沼
公
民
館
ま
つ
り
出
店

・
10
月
16
日
（
月
）
～
10
月
20
日
（
金
） 

植
木
剪
定
講
習
会
開
催

・
10
月
21
日
（
土
）
藤
沢
公
民
館
ま
つ
り
出
店

・
10
月
24
日
（
火
）
安
全
運
転
講
習
会

・
10
月
28
日
（
土
）
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

開
催

・
11
月
11
日
（
土
）
村
岡
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
出
店

・
11
月
24
日
（
金
）
柏
木
政
伸
先
生
の
「
健
康

講
座
」
開
催

・
11
月
27
日
（
月
）
～
12
月
1
日
（
金
） 

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
会
開
催

皆
様
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
は
☎
（
２
７
）
１
１
０
０
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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シルバー人材センターでは、健康で働く意欲のある 60 歳以上の方に、さまざまな就業の機会を提供して
います。現在、市内で約 900 人の方がいろいろな分野で活躍しています。

豊かな知識と経験を持っている方々と一緒に仕事をするので、初めての仕事や、興味ある仕事など希望す
る仕事に就くことができます

◇ 提供している主な仕事 ◇
植木の剪定作業　草刈作業　襖・障子・網戸の張替作業　屋内外の清掃作業　除草・清掃作業　
マンション・ビル清掃　スーパー等の商品陳列　駅前自転車の整理業務　駐車場・駐輪場の管理業務
公民館等の夜間管理業務　公園の管理業務　企業等の事務補助

◇ その他の活動 ◇
地域高齢者への支援活動　海岸・駅前清掃活動　サークル活動（写真、川柳）

まずは登録を！
シルバー人材センターでお仕事をするには、登録が必要です。なお、登録に係る費用や会費等は無料です。
登録に関する詳細については、お問い合わせください。

お知らせ
①シルバー人材センターでは、会員と市民が共同で行う海岸清掃ボランティア活動を実施します。
　参加を希望する方は、電話にて申し込みを受け付けています。
　　日　時　平成 29 年 10 月 28 日（土）午前 9 時から 1 時間程度
　　場　所　片瀬西浜海岸　新江ノ島水族館前
②シルバー事業を紹介する DVD（放送時間約 15 分）の団体貸出しを始めました。
　ご利用を希望される団体は、お気軽にお問合せください。
③ホームページでもシルバーに関するご紹介をしております。

藤沢市シルバー人材センター  で検索！
お仕事の依頼は…

お仕事をシルバー人材センターに依頼したい方は、随時申込を受付けております。
（植木剪定作業は、年２回の抽選になります）

問い合わせ
公益財団法人藤沢市まちづくり協会　シルバー人材センター
〒 251－0021　藤沢市鵠沼神明 1－3－18　生きがい福祉センター内
電話　27－1100　FAX　27－1102

60 歳以上の方が生き活きと元気で働いています！
～ 10 月はシルバー人材センター事業普及啓発促進月間です ～

～
安
心
・
安
全
就
業
を
目
指
し
て
～ 

　「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」
実
施

今
年
で
70
回
目
と
な
る
、
国
が
実
施
す
る
「
全
国
安
全

週
間
」
に
合
わ
せ
、7
月
に
「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」

が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
・
会
員
の
皆
さ
ん
全
員
で
組
織
を
上
げ
て
、
事
故
の

撲
滅
を
図
り
「
安
心
・
安
全
」
の
シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
を

図
る
こ
と
が
、
こ
の
安
全
・
就
業
強
化
月
間
の
目
的
で
す
。

（
公
財
）
藤
沢
市
ま
ち
づ
く
り
協
会
で
は
、
今
般
6
月

15
日
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
及
び
生
き
が
い
就
労

セ
ン
タ
ー
安
全
委
員
会
を
設
立
し
、
第
1
回
安
全
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
安
全
委
員
会
委
員
5
名
、
安
全
推
進

員
11
名
、
事
務
局
5
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
安
全
委
員
会
に
よ
り
、
年
度
の
安
全
適

正
就
業
対
策
基
本
計
画
や
事
業
計
画
の
策
定
を
し
、
そ

れ
に
基
づ
き
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
組
織
を
上
げ
て

安
全
・
安
心
就
業
の
推
進
と
事
故
撲
滅
の
体
制
強
化
を
図

り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
・
生
き
が
い
事
業
の
発
展
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

安
全
委
員
会
委
員

委
員
長　

大
橋　

義
男　
　

副
委
員
長　

桐
生　

猛

委
員
　
　
江
上　

英
泰　
　

鳥
羽
洋
一
郎　
　

宮
村　

毅

安
全
推
進
員

池
川　

直
秀　
　

石
川　

秀
明　
　

小
池　

洋
子

下
島　

長
郎　
　

関
野　

清
信　
　

髙
井
和
寿
子

辻　
　

敏
夫　
　

西
村　

吉
雄　
　

秦　
　

浩
一

牧
野　

武
司　
　

森
谷　

健
夫

今
年
度
の
安
全
適
正
就
業
強
化
月
間
に
あ
た
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
の
皆
さ
ん
に
、「
安
全
対
策
、

健
康
管
理
は
整
っ
て
い
ま
す
か
」
と
し
て
、
就
業
時
の
安

全
意
識
・
道
具
類
の
点
検
整
備
・
安
全
保
護
具
の
点
検
、

着
用
・
就
業
場
所
へ
の
行
き
帰
り
の
事
故
防
止
・
熱
中
症

や
体
調
管
理
の
配
慮
等
、
安
全
作
業
、
健
康
管
理
推
進
を

実
施
す
る
と
共
に
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
し
ま
し
た
。

本
年
度
か
ら
新
し
い
全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
決
定

し
ま
し
た
。

「
事
故
防
止
　
急
ぐ
な
、
あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く
な
」

で
す
。
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百
寿
者
・
超
百
寿
者
の
生
き
方
か
ら
学
ぶ 

～
日
老
学
会
か
ら
の
最
新
情
報
の
報
告
を
含
め
て
～

藤
沢
市
民
病
院
名
誉
院
長

日
本
老
年
医
学
会
特
別
会
員

柏
木
　
政
伸

（
於
：
6
月
30
日 

こ
ぶ
し
荘
）

私
は
昭
和
6
年
生
ま
れ
で
86
歳
に
な

り
ま
す
。
学
生
時
代
の
悪
遊
び
の
た
た

り
で
、
胃
の
半
分
を
と
ら
れ
、
さ
ら
に

片
肺
の
た
め
の
慢
性
呼
吸
不
全
で
、
毎

日
酸
素
ボ
ン
ベ
を
持
ち
歩
い
て
ま
す
。

で
も
、元
気
で
す
。
助
平
っ
た
ら
し
く
、

日
々
を
楽
し
ん
で
ま
す
。

こ
う
や
っ
て
生
き
て
ま
す
と
、
世
の
中

の
移
り
変
わ
り
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
今
月

は
、
将
棋
界
の
中
学
生
が
、
プ
ロ
に
な
っ

て
29
連
勝
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
聞
い
て
い
て
、
中
学
生
で
あ
り
な
が

ら
、
え
ら
く
言
葉
遣
い
が
謙
虚
で
あ
っ
て

丁
寧
で
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
も
小
さ
い
時
か
ら
縁
台
将
棋
で
、

意
外
と
強
か
っ
た
ん
で
す
。
医
者
に
な
っ

て
、
入
院
し
て
い
る
若
い
患
者
さ
ん
と

や
っ
て
は
、負
か
し
て
、喜
ん
で
ま
し
た
。

長
く
生
き
て
る
の
は
、い
い
も
ん
で
す
。

時
代
が
、
ド
ー
ン
と
変
わ
っ
た
り
す
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
て
い
た
銀
さ
ん
の
娘

さ
ん
た
ち
が
、「
世
の
中
が
、
変
わ
っ
て

い
く
の
を
み
る
の
は
、
楽
し
い
ね
」
と
、

言
っ
て
た
気
持
ち
が
分
か
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
百
歳
以
上
の
方
々
（
百

寿
者
）
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

厚
労
省
が
初
め
て
百
寿
者
の
数
を
発

表
し
た
の
は
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）
で
、

１
５
３
人
で
し
た
。
35
年
後
の
平
成
10
年

（
１
９
９
８
）
に
1
万
人
を
超
え
、
そ
の

後
、
一
昨
年
の
平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

に
は
6
万
人
を
超
え
、
昨
年
の
百
寿
者
は

６
万
５
６
９
２
人
に
な
り
ま
し
た
。
女
性

は
88
％
、
女
は
強
い
で
す
ね
。

一
つ
の
国
と
し
て
、
百
寿
者
数
が

6
万
6
千
人
と
い
う
の
は
、
日
本
は
世

界
一
か
と
い
い
ま
す
と
、
そ
う
で
は
な

い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
は
7
万
2
千
人
で
、

一
位
で
す
。
人
口
が
日
本
の
2
倍
だ
か

ら
で
し
ょ
う
。
人
口
10
万
人
当
た
り
で

は
、
日
本
が
一
位
に
な
り
ま
す
。

因
み
に
、
こ
こ
藤
沢
市
の
人
口
は

43
万
人
で
、
１
９
３
人
の
百
寿
者
が
住

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
女
性
は
１
６
８
人

（
87
％
）
で
、
最
高
齢
者
は
１
０
９
歳
の

男
性
が
藤
沢
地
区
に
住
ん
で
ま
す
。

現
在
、「
高
齢
者
と
い
え
ば
、
65
歳
以

上
の
こ
と
」
で
す
。
が
、今
年
1
月
、「
高

齢
者
の
定
義
を
75
歳
以
上
に
変
え
た
ら

い
か
が
か
？
」
と
、
私
が
所
属
す
る
日

本
老
年
医
学
会
が
中
心
に
な
っ
て
提
案

し
ま
し
た
。
20
年
前
の
同
年
齢
の
高
齢

者
と
の
違
い
は
大
き
く
、
身
体
的
に
も
、

心
理
的
に
も
健
康
的
で
グ
ッ
ド
で
あ
る

と
医
学
的
に
判
断
し
、
75
歳
以
上
を
高

齢
者
と
し
た
ら
い
か
が
か
？
」
と
提
案

し
た
わ
け
で
す
。
決
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で

に
述
べ
て
ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
。「
も

や
い
」
２
０
６
号
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

今
の
、
日
本
老
年
医
学
会
の
研
究
テ
ー

マ
は
、も
う
「
百
歳
時
代
」
で
は
な
く
て
、

１
１
０
歳
以
上
の
超
百
寿
者
で
す
。
そ
れ

も
、
１
１
０
歳
を
越
え
て
も
ピ
ン
ピ
ン
と

生
き
が
良
く
、
頭
の
冴
え
た
健
康
な
、
あ

る
意
味
で
「
自
立
し
た
超
百
寿
者
時
代
の

到
来
」
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
一
端
を
、
6
月
14
日
か
ら
3
日
間
、
名

古
屋
で
行
わ
れ
た
日
本
老
年
医
学
会
で
の

最
新
情
報
か
ら
、
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
年
取
れ
ば
「
認
知
機
能

は
低
下
し
て
く
る
」
こ
と
は
ご
存
じ
で

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、「
百
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、

１
０
０
％
、
誰
で
も
が
認
知
症
に
な
る
」

と
い
う
の
が
、
世
の
通
説
で
す
。

現
在
は
、
医
師
た
ち
も
皆
さ
ん
も
そ

う
考
え
て
い
る
は
ず
で
す
。
で
も
…
、

過
去
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
有

名
な
百
歳
以
上
も
生
き
た
人
の
中
に
は
、

い
つ
ま
で
も
認
知
症
ら
し
か
ら
ぬ
人
も

い
た
の
で
す
。
稀
で
す
が
、
そ
ん
な
人

の
話
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

世
界
で
い
ち
ば
ん
長
生
き
し
た
人

は
南
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ル
マ
ン
さ
ん
で
、

１
２
２
歳
も
生
き
た
ん
で
す
。
生
ま
れ

た
日
も
亡
く
な
ら
れ
た
の
も
は
っ
き
り

し
て
い
て
、
史
上
で
明
確
な
世
界
最
長

寿
の
女
性
で
す
。

85
歳
で
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
開
始
、

１
０
０
歳
ま
で
自
転
車
、
１
１
０
歳
で
自

分
で
料
理
中
に
火
事
を
起
こ
し
て
施
設
に

入
り
、
１
１
４
歳
で
施
設
の
中
で
転
倒
し

て
大
腿
骨
骨
折
で
車
椅
子
生
活
に
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。
１
２
０
歳
の
誕
生
日
、
ア

メ
リ
カ
の
老
年
学
研
究
者
た
ち
が
彼
女
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
ま
す
が
、
何
の
ボ
ケ

症
状
も
無
く
、
す
ら
す
ら
と
質
問
に
答
え

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
、
こ
の
婆
さ
ん
は
す
ご
く
助
平
で

あ
っ
た
よ
う
で
、「
彼
女
は
、
男
部
屋
ば
か

り
入
り
浸
っ
て
、
男
の
一
物
を
ま
さ
ぐ
っ

て
い
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。「
ど
う
し
て
、
男
部
屋
ば
っ
か
り
行
く

の
か
？
」
と
の
質
問
に
、「
女
は
同
じ
こ
と

ば
か
り
喋
っ
て
る
か
ら
、面
白
く
な
い
」と
、

答
え
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
の
カ
ル
マ
ン

さ
ん
は
ボ
ケ
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
解
剖
し
て
無
い
で
す
か
ら
正
確
な
と

こ
ろ
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
で
有
名
な
百
寿
者
は
、
一
卵
性

双
生
児
の
金
さ
ん
銀
さ
ん
で
し
ょ
う
。

１
０
７
歳
と
１
０
８
歳
で
す
。
銀
さ
ん

は
金
さ
ん
に
ラ
イ
バ
ル
心
が
お
う
盛
で

し
た
が
、
金
さ
ん
を
尊
敬
し
て
ま
し
た
。

そ
の
上
、
娘
ど
も
へ
は
「
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
し
ろ
！
」「
3
度
の
飯
を
欠
か

す
な
、
感
謝
し
て
食
え
、
赤
味
噌
油
揚

げ
大
根
ネ
ギ
、
そ
し
て
生
卵
を
最
後
に

入
れ
た
ナ
マ
タ
マ
ゴ
み
そ
汁
が
い
い
」

な
ど
の
教
え
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
毎
日
、

そ
の
こ
と
を
守
っ
て
る
と
、
娘
た
ち
は

言
う
の
で
す
。

「
孫
た
ち
に
恥
ず
か
し
い
姿
は
見
せ
ら

れ
な
い
」
と
、
外
歩
き
に
は
手
押
し
車

を
使
っ
て
「
金
ト
レ
」
と
い
う
新
し
い

語
句
を
流
行
ら
し
て
ま
し
た
ね
。「
得
た

お
金
は
老
後
の
た
め
に
貯
め
て
お
く
」

な
ん
て
ユ
ー
モ
ア
も
あ
っ
て
、
二
人
と

も
、
ボ
ケ
て
る
様
子
は
無
か
っ
た
で
す
。

銀
さ
ん
は
解
剖
し
て
60
歳
台
の
若
々

し
さ
だ
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
脳
の

神
経
病
理
所
見
は
発
表
さ
れ
て
ま
せ
ん

か
ら
、
認
知
症
の
証
拠
は
見
出
だ
さ
れ

て
ま
せ
ん
。

身
近
の
長
生
き
の
人
の
話
も
し
ま

し
ょ
う
。

一
人
は
、
１
０
１
歳
の
女
性
で
、
大

腿
骨
骨
折
の
治
療
を
受
け
た
後
も
、
98
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歳
ま
で
畑
に
出
て
大
根
、
ト
マ
ト
、
枝

豆
な
ど
の
取
り
入
れ
や
、
草
む
し
り
に

精
を
だ
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
畑
で
尻

餅
を
つ
い
て
大
腿
骨
骨
折
で
緊
急
治
療

し
、
治
っ
て
か
ら
も
ま
た
ヒ
ョ
イ
ヒ
ョ

イ
と
畑
に
出
て
行
き
困
る
の
で
、
施
設

に
入
っ
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
孫
の
彼
が
言
っ
て
ま
し
た
が
「
こ

の
歳
で
自
分
と
同
じ
も
の
を
よ
く
食
べ

る
。」
こ
の
方
は
、
肉
ジ
ャ
ガ
、
焼
肉
な

ど
大
好
き
で
、
生
シ
ラ
ス
な
ど
は
一
パ
ッ

ク
を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
て
し
ま
い
、
排
便

排
尿
で
失
敗
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。

も
う
1
人
は
、
１
１
２
歳
で
平
成
11

年
の
世
界
一
の
男
性
長
生
き
者
と
し
て

ギ
ネ
ス
に
載
っ
た
と
い
い
ま
す
。
亡
く

な
ら
れ
る
2
年
前
は
、
家
の
中
で
毎

日
、
３
０
０
０
歩
も
歩
き
、
そ
の
上
、

５
０
０
０
歩
の
足
踏
み
も
か
か
さ
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。（
こ
こ
で
、
足

踏
み
の
仕
方
と
脳
血
流
が
増
え
る
話
を

加
え
て
ま
す
）。

こ
こ
か
ら
は
、
本
番
の
も
っ
と
も
大

切
な
話
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
総
人
口
は
減
り
気
味
で
す
が
、

百
歳
以
上
の
百
寿
者
は
6
万
6
千
人
も

お
ら
れ
る
し
、
当
然
、
１
１
０
歳
以
上

の
超
百
寿
者
も
増
加
し
て
い
る
だ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
超
百
寿
者
の

的
確
な
数
の
調
査
に
当
た
っ
た
学
会
関

係
者
の
苦
労
は
、
大
変
の
よ
う
で
し
た
。

あ
る
時
期
、
年
金
を
受
け
取
っ
て
た
人

を
調
査
し
た
ら
ば
、
も
う
遠
の
昔
に
死
ん

で
い
た
な
ん
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
覚
え

て
ま
す
か
、
こ
れ
も
い
ろ
い
ろ
と
喋
り
ま

し
た
が
長
く
な
り
ま
す
か
ら
省
略
で
す
。

な
ん
と
か
、調
査
班
は
「
日
本
全
国
で
、

超
百
寿
者
は
３
４
６
人
と
把
握
」
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

超
百
寿
者
と
も
な
れ
ば
、
足
腰
は
弱

ま
り
が
ち
で
す
。
３
４
６
人
の
な
か
で

足
腰
が
弱
ま
り
、
起
き
上
が
る
こ
と
も

体
位
を
変
換
す
る
こ
と
も
困
難
な
何
人

か
の
超
百
寿
者
が
、「
寝
た
き
り
」
の
状

態
で
施
設
に
入
っ
て
お
ら
れ
た
と
言
う

の
に
、
で
も
、
見
舞
い
客
が
く
れ
ば
よ

く
喋
り
、
よ
く
笑
う
、
医
師
や
ナ
ー
ス

た
ち
の
質
問
に
も
、
ま
と
も
に
よ
く
答

え
て
く
れ
て
い
た
方
が
、
何
人
か
お
ら

れ
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
な
か
の
、「
死
ん
だ
ら
解
剖
し

て
、
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
い

た
4
人
の
女
性
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
家

族
か
ら
も
許
可
が
で
て
、
解
剖
さ
れ
た

ん
で
す
。
こ
の
4
人
の
大
脳
の
神
経
病

理
学
所
見
が
報
告
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、

私
は
名
古
屋
国
際
会
議
場
な
ど
の
学
会

場
に
飛
ん
だ
の
で
す
。

皆
さ
ん
に
是
非
と
も
伝
え
た
い
重
大

事
項
で
す
。
結
論
を
言
い
ま
す
と
…
、

「
１
１
０
歳
以
上
の
、
寝
た
き
り
で

介
護
度
が
高
い
超
百
寿
者
4
人
の
学
問

的
研
究
発
表
で
、
よ
く
喋
り
、
笑
い
が

絶
え
な
か
っ
た
彼
女
ら
の
大
脳
は
じ
つ

に
綺
麗
で
あ
っ
て
、
認
知
症
に
特
有
な

神
経
病
理
所
見
は
無
い
に
等
し
か
っ
た
」

と
、
言
う
も
の
で
し
た
。

「
１
１
０
歳
以
上
に
な
っ
て
も
、
認
知

症
の
病
理
学
的
所
見
が
み
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
、
こ
の
研
究

に
タ
ッ
チ
し
た
学
者
達
も
ビ
ッ
ク
リ
で

し
た
、
驚
き
ま
し
た
と
発
言
し
て
い
ま

し
た
の
が
、
大
変
に
私
の
大
脳
を
刺
激

し
て
く
れ
ま
し
た
。
非
常
に
貴
重
な
発

表
で
、
私
は
感
銘
を
受
け
た
の
で
す
。

と
に
か
く
、
百
寿
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
超
百
寿
者
と
も
な
れ
ば
全
員
が

認
知
症
に
な
る
も
の
と
、
誰
も
が
考
え

て
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、「
そ
の
通

説
が
、
学
問
的
に
破
ら
れ
た
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
私
が
興
奮
し
な

い
で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
お

分
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
、
百
歳
を
超
え
た
人
の
脳
の

神
経
病
理
学
的
解
剖
所
見
が
、
明
ら
か

に
示
さ
れ
た
例
は
日
本
で
も
あ
る
の
で

す
が
、
ほ
と
ん
ど
知
る
限
り
で
は
脳
は

認
知
症
の
病
理
所
見
で
す
。
そ
の
所
見

が
認
め
ら
れ
な
い
な
ん
て
報
告
は
、
日

本
で
は
公
式
に
は
無
か
っ
た
の
で
す
。

認
知
症
の
学
問
的
な
こ
と
を
、
昨
年

も
こ
こ
で
お
話
し
し
た
わ
け
で
す
が
、

認
知
症
に
な
り
ま
す
と
、「
大
脳
に
は
3

つ
の
特
徴
」
が
現
れ
ま
す
。
一
つ
は
「
大

脳
の
萎
縮
」、
あ
と
の
二
つ
は
、「
老
人

斑
と
い
う
ベ
ー
タ
・
ア
ミ
ロ
イ
ド
の
沈

着
」
と
「
神
経
原
繊
維
変
化
と
い
う
タ

ウ
た
ん
ぱ
く
質
の
沈
着
」
で
す
。

分
か
り
や
す
く
言
い
ま
す
と
、「
4
人

と
も
脳
は
縮
ん
で
い
な
か
っ
た
」、
重
量

は
１
０
０
０
グ
ラ
ム
で
超
百
寿
者
と
し

て
は
普
通
の
重
さ
で
し
た
。「
記
憶
に
関

係
し
て
い
る
海
馬
の
萎
縮
も
無
く
、
と

に
か
く
大
脳
表
面
は
血
管
病
変
が
非
常

に
少
な
く
、
綺
麗
で
あ
っ
た
と
い
う
言

葉
に
尽
き
る
」
と
あ
っ
た
の
で
す
。

神
経
学
的
病
理
所
見
で
は
、「
ア
ミ
ロ

イ
ド
と
い
う
老
人
斑
は
少
な
か
っ
た
」、

そ
し
て
も
う
一
つ
の
「
タ
ウ
蛋
白
の
沈

着
も
あ
っ
た
に
は
あ
っ
た
が
、
僅
か
で

あ
っ
た
」
と
い
う
報
告
で
し
た
。

学
会
場
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
出
さ

れ
た
4
人
の
大
脳
は
、
私
に
も
解
る
く

ら
い
に
綺
麗
で
し
た
。
実
際
に
発
表
さ

れ
た
専
門
家
た
ち
も
、「
こ
ん
な
に
認
知

症
に
特
有
な
神
経
学
的
病
理
所
見
の
少

な
い
、
血
管
病
変
の
少
な
い
超
百
寿
者

に
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」
と
。
じ

つ
に
印
象
的
で
し
た
。

何
は
と
も
あ
れ
…
、

こ
ん
な
ふ
う
に
、
足
腰
は
ダ
メ
に
な
っ

て
寝
た
き
り
で
も
、
健
康
的
な
、
元
気

な
自
立
し
て
る
超
百
寿
者
に
な
る
に
は

ど
う
す
る
か
を
、
私
な
り
に
ま
と
め
て

み
ま
す
。

一
般
的
に
、「
健
康
な
超
百
寿
者
は
知

恵
が
豊
富
」
で
あ
り
、「
感
情
の
処
理

が
う
ま
く
、
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
も
そ

の
対
応
が
う
ま
い
人
が
多
い
」
こ
と
も

学
ん
で
き
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
る
寸

前
ま
で
対
応
が
う
ま
い
と
い
う
こ
と
は
、

い
つ
ま
で
も
健
全
な
心
理
状
態
に
あ
っ

た
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
当
た
り
前
な
「
日
常
生
活
の

様
子
」
か
ら
入
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
つ
は
、「
食
事
」
で
す
。「
食
事
は

生
き
る
こ
と
の
基
本
」
で
す
。「
最
近
の

日
本
人
は
栄
養
失
調
だ
」
と
言
い
た
い

女
性
が
多
い
こ
と
も
喋
り
ま
し
た
が
、

省
略
し
ま
す
。

元
気
な
超
百
寿
者
は
、「
何
で
も
、
食

う
よ
！
」
と
言
っ
て
る
人
が
多
い
で
す
。

な
か
で
も
、「
タ
マ
ゴ
だ
ろ
う
が
牛
肉
だ

ろ
う
が
、
よ
く
食
う
よ
」
と
言
い
ま
す
。

か
ら
だ
作
り
の
た
め
に
は
良
い
た
ん

ぱ
く
質
を
食
ベ
る
こ
と
で
す
。「
タ
マ
ゴ

を
食
べ
ら
れ
る
ん
な
ら
、
一
日
に
何
個

で
も
食
べ
な
さ
い
。
タ
マ
ゴ
は
安
く
て
、

栄
養
価
値
は
大
で
す
。
私
は
朝
に
は
生

タ
マ
ゴ
を
飲
み
ま
す
が
、
昼
飯
や
夕
食
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の
料
理
も
考
え
れ
ば
一
日
に
2
個
か
ら

3
個
は
必
ず
食
べ
て
ま
す
。

心
臓
死
の
多
か
っ
た
ア
メ
リ
カ
か
ら

「
タ
マ
ゴ
は
一
週
間
に
2
個
か
3
個
」
と

言
わ
れ
る
と
、
そ
の
言
葉
を
ず
っ
と
守
っ

て
る
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
と
い
う
も
の
で

す
。
医
学
は
進
歩
し
て
ま
す
。

最
近
は
肉
類
を
ド
ン
ド
ン
食
え
と
宣

伝
さ
れ
て
ま
す
が
、「
魚
」
は
超
高
齢
者

で
も
血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
脳
梗
塞
や

心
筋
梗
事
を
予
防
で
き
る
と
い
う
知
識
が

行
き
渡
っ
て
、
今
で
は
よ
く
食
べ
て
る

よ
う
で
す
。
が
、
魚
だ
け
で
は
か
ら
だ
の

蛋
白
質
を
補
う
こ
と
に
は
足
り
な
い
の
で

す
。「
と
り
肉
」
は
動
脈
硬
化
抑
制
酵
素

も
あ
っ
て
よ
ろ
し
い
で
す
が
、
こ
れ
も

皆
さ
ん
が
口
に
し
て
い
る
だ
け
で
は
足
り

な
い
よ
う
で
す
。「
牛
肉
」
は
最
高
で
す
。

良
い
蛋
白
質
で
あ
り
高
蛋
白
で
す
か
ら
、

お
す
す
め
で
す
。
鉄
分
も
あ
り
ま
す
。
筋

肉
力
の
向
上
に
効
く
し
、
免
疫
力
は
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
こ
の
肉
が
い
ち
ば
ん
い
い
で

す
が
、
で
も
、
高
価
で
す
。

わ
が
家
で
は
、
霜
降
り
の
い
い
牛
肉
で

も
食
べ
よ
う
も
の
な
ら
、
胃
を
切
除
し
た

私
は
す
ぐ
に
ピ
ー
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
口

実
に
家
内
は
ち
っ
と
も
牛
肉
を
買
っ
て
く

れ
ま
せ
ん
。
値
段
の
や
す
い
「
ブ
タ
肉
」

を
よ
く
食
べ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
が
豊

富
で
す
か
ら
、
脳
細
胞
を
刺
激
し
て
生
き

生
き
と
さ
せ
て
く
れ
る
利
点
が
あ
り
ま

す
。一
日
に
ブ
タ
肉
の
百
グ
ラ
ム
前
後
を
、

週
に
4
回
く
ら
い
は
食
べ
て
ま
す
。

晩
酌
を
あ
ま
り
や
ら
な
い
人
な
ら
ば
午

前
中
の
肝
臓
は
機
能
が
活
溌
で
す
か
ら
、

肉
類
を
食
べ
る
時
間
帯
は
、
ど
ん
な
肉
で

も
肝
臓
機
能
が
活
溌
な
朝
か
昼
飯
ど
き
が

よ
ろ
し
い
で
す
。私
は
朝
か
ら
食
べ
ま
す
。

と
に
か
く
、
質
素
倹
約
な
ん
て
美
徳

的
な
、
オ
レ
は
日
本
人
だ
か
ら
昔
の
こ
と

を
守
る
ん
だ
な
ん
て
こ
と
を
止
め
て
下
さ

い
。
頑
固
さ
は
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
使
う
べ

き
で
す
。
86
歳
の
私
が
言
い
た
い
で
す
。

た
だ
、
医
師
か
ら
食
べ
て
は
い
け
な

い
と
注
意
さ
れ
て
る
人
は
別
で
す
。
医

師
の
注
意
を
守
る
事
で
す
。

二
つ
目
は
、「
か
ら
だ
を
こ
ま
め
に
動

か
し
て
い
る
」
と
い
う
百
寿
者
や
超
百

寿
者
が
、
た
い
へ
ん
に
多
い
こ
と
で
す
。

超
高
齢
者
は
、
お
天
気
の
良
い
日
は

「
そ
ろ
り
歩
き
」
が
い
い
で
す
。
キ
ョ
ロ

キ
ョ
ロ
し
て
五
感
を
使
う
こ
と
は
良
い

こ
と
で
す
が
、
美
し
い
花
だ
な
と
感
じ

る
際
は
、
足
を
止
め
る
こ
と
で
す
。
そ

う
し
な
い
と
転
ぶ
の
で
す
。
昨
日
も
紫

陽
花
を
見
な
が
ら
、
滑
っ
て
転
ん
で
骨

折
し
た
92
歳
の
老
婆
を
診
ま
し
た
。

雨
の
日
は
、
極
力
、
外
出
し
な
い
こ

と
で
、
滑
っ
て
転
ん
で
、
骨
折
し
な
い

よ
う
に
し
て
欲
し
い
で
す
。

「
な
が
ら
と
い
う
、な
が
ら
歩
き
は
禁
物
」

で
す
。
歩
く
に
は
、
そ
の
事
だ
け
に
心
を

集
中
で
す
。
家
の
中
で
足
踏
み
５
０
０
０

回
の
超
百
寿
者
の
話
も
、
思
い
起
こ
し
て

下
さ
い
。
普
段
か
ら
、
草
む
し
り
や
家
の

周
り
の
掃
除
や
洗
濯
を
す
る
人
に
、
ボ
ケ

る
人
は
少
な
い
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
百
寿
者
や
超
百

寿
者
の
言
葉
を
、
そ
の
ま
ま
に
お
伝
え
し

て
、
終
わ
り
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

「
生
き
て
る
限
り
は
、
楽
し
む
も
ん
だ

よ
」、
こ
れ
は
大
方
の
長
生
き
し
て
る
人

の
言
葉
で
し
た
。

私
が
診
て
い
た
百
寿
者
で
、
数
年
前
に

肺
炎
で
亡
く
な
っ
た
藤
沢
市
の
女
性
が
お

ら
れ
ま
す
。
85
歳
ま
で
、
保
険
外
交
員
と

し
て
毎
日
の
よ
う
に
働
い
て
い
た
方
で
、

そ
の
後
、
読
書
と
散
歩
を
さ
れ
て
い
た
一

人
暮
ら
し
の
方
で
す
。
そ
の
人
は
「
一
日

に
、
何
か
一
品
ず
つ
料
理
し
て
い
こ
う
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
」
と
言
っ

て
ま
し
た
。
元
気
そ
の
も
の
で
最
期
ま
で

ボ
ケ
な
か
っ
た
で
す
。

「
20
歳
で
も
夢
の
無
い
奴
は
老
い
ボ

レ
だ
、
百
歳
で
も
夢
を
追
う
奴
は
若
者

だ
！
」
と
言
っ
た
の
は
、
私
の
好
き
な

男
優
の
三
国
連
太
郎
の
言
葉
で
す
。
講

演
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、

個
性
的
俳
優
で
、
助
平
な
こ
の
男
を
私

は
好
き
で
し
た
。

「
男
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
女
が
好

き
だ
」
と
、
落
ち
着
い
た
美
人
女
優
の

木
暮
実
千
代
や
、
和
歌
山
で
酒
を
飲
み

過
ぎ
て
車
ご
と
海
に
落
ち
て
死
ん
だ
太

地
喜
和
子
と
の
浮
き
名
が
凄
か
っ
た
エ

ロ
オ
ヤ
ジ
だ
っ
た
で
す
ね
、
こ
の
二
人

の
女
優
も
私
の
好
み
の
人
で
し
た
。
三

国
は
自
分
の
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま
に
、

「
ボ
ク
は
ね
、
ペ
ニ
ス
が
ち
っ
ち
ゃ
く
て

ね
、
包
茎
で
早
漏
な
ん
だ
よ
」
っ
て
、

講
演
の
中
で
喋
っ
て
ま
し
た
。
な
ん
だ

か
、
私
と
似
た
よ
う
な
人
で
し
て
、
で

も
、
彼
が
凄
く
ダ
ン
デ
ィ
で
あ
っ
た
点

は
、
真
似
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
生
き
て
る
だ
け
だ
け
ど
、
娘
の
相
談

相
手
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
は
、

寝
た
き
り
の
、
解
剖
さ
れ
た
超
百
寿
女

の
言
葉
で
す
。
気
合
い
の
入
れ
方
が
、

い
い
で
す
ね
。

「
寒
々
と
し
た
老
後
を
、
孫
た
ち
に
見

せ
た
く
な
い
。
寒
々
と
し
た
老
後
を
見

せ
れ
ば
、
若
い
人
は
私
が
や
っ
て
い
た

仕
事
に
不
安
を
感
ず
る
だ
ろ
う
か
ら
、

今
ま
で
生
き
て
き
た
こ
と
の
意
味
が
無

い
」
と
は
、
こ
の
人
も
寝
た
き
り
で
し

た
が
、
自
立
し
て
い
た
超
百
寿
の
男
性

と
の
こ
と
で
す
。
解
剖
は
な
し
で
す
。

「
遊
ん
で
る
子
供
た
ち
を
見
て
い
る

と
、
な
に
か
つ
な
が
り
を
感
じ
て
ね
、
過

去
の
嫌
な
こ
と
を
考
え
な
く
な
る
」と
は
、

超
百
寿
者
の
言
葉
で
す
。
悪
い
こ
と
は
考

え
な
い
こ
と
だ
と
言
う
の
で
し
ょ
う
。

「
助
平
っ
た
ら
し
く
生
き
ろ
！
」
と
い

う
の
は
、
こ
れ
は
私
の
言
葉
で
す
。

こ
の
生
き
方
は
、
単
な
る
好
奇
心
と

は
違
う
の
で
す
。
好
奇
心
は
楽
し
み
の

原
点
で
し
ょ
う
が
、
対
象
は
ほ
と
ん
ど

が
「
モ
ノ
」
で
し
ょ
う
。
助
平
っ
た
ら

し
く
生
き
る
と
は
、
相
手
は
人
間
で
す
、

そ
れ
も
、
た
い
て
い
が
異
性
で
し
ょ
う
。

「
こ
の
言
葉
を
い
ま
言
っ
た
ら
相
手
を
困

ら
せ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
思
え
ば
、

あ
な
た
は
耐
え
る
で
し
ょ
う
。
相
手
を

慈
し
む
な
ど
の
心
が
働
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
異
性
と
お
茶
し
よ
う
と
な
れ
ば
、

こ
ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
な
い
。
何
を
着

て
い
こ
う
か
、
シ
ャ
ツ
は
ネ
ク
タ
イ
は
、

履
く
も
の
は
な
ど
、
と
に
か
く
身
な
り

に
気
を
つ
け
、
何
を
話
題
に
し
よ
う
か

な
と
も
考
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
の
を
さ
ら
り
と
や
る
の
が

助
平
っ
た
ら
し
く
生
き
る
の
基
本
で
す

か
ら
、
な
か
な
か
に
難
し
い
で
す
よ
。

で
も
ボ
ケ
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
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会
員
の
活
動
紹
介

史
跡
歩
き
同
好
会

浅
草
寺

上
田
　
晴
重

浅
草
寺
の
始
ま
り
は
、
西
暦
六
二
八

年
、
宮
戸
川
（
現
在
の
隅
田
川
）
で
漁

を
し
て
い
た
兄
弟
の
網
に
仏
像
が
か

か
っ
て
、
漁
師
兄
弟
の
主
人
で
あ
る
土

師
中
知
（
は
じ
の
な
か
と
も
）
が
こ
の

像
を
拝
し
て
出
家
し
た
こ
と
か
ら
、
浅

草
寺
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
源
頼
朝
、
足
利
尊
氏
、
徳
川

幕
府
の
祈
祷
所
と
し
て
繁
栄
し
て
、
江

戸
の
町
人
に
愛
さ
れ
続
け
た
。

今
で
は
、
多
く
の
外
国
の
観
光
客
の

方
が
多
い
ぐ
ら
い
の
賑
わ
い
で
す
。

浅
草
の
シ
ン
ボ
ル
、
雷
門
、
二
六
〇

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
賑
や
か
な
仲
見
世

通
り
、
こ
こ
迄
が
大
変
な
人
で
、
宝
蔵

門
、
本
堂
、
と
来
る
と
大
分
楽
に
歩
け

る
よ
う
に
な
り
、
礼
拝
後
五
重
塔
の
横

に
、
浅
草
周
辺
も
大
空
襲
が
あ
っ
た
の

で
、
平
和
を
祈
っ
て
広
島
と
同
じ
名
前

の
平
和
の
時
計
の
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。

次
に
東
京
江
戸
博
物
館
を
見
学
し
て

帰
り
ま
し
た
。

（
8
月
10
日
）

　
史
跡
歩
き
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 

84

−

9
0
2
8　

上
田 

晴
重

写

真

同

好

会

表
紙
は
語
る

夕
陽
燦
燦

宇
野
　
雅
夫

三
浦
半
島
荒
崎
海
岸
の
斜
面
に
立
つ

と
右
に
富
士
山
、
左
に
大
島
、
正
面
に

は
遠
く
霞
ん
だ
伊
豆
半
島
を
、
眼
下
に

は
自
然
が
創
り
出
し
た
美
し
い
岩
場
が

潮
の
満
ち
干
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
表

情
景
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
景
色

は
そ
の
日
の
天
候
に
よ
っ
て
様
変
わ
り

し
ま
す
か
ら
毎
回
異
な
っ
た
出
会
い
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
私
は
荒

崎
海
岸
を
近
場
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
の
ひ

と
つ
に
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
同
好
会
　
募
集
と
連
絡
先

　
電
話 

33
−

2
8
6
5　

鈴
木 

昭
ま
で

川
柳
・
五
行
歌
通
信

若
林
　
琢
磨

五
行
歌
を
始
め
て
み
よ
う
と
思
う
方

は
、
不
思
議
と
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
五

行
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
そ
う
な

ん
で
す
。「
短
歌
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

「
あ
れ
？
で
も
良
い
べ
、
う
ま
く
出
来
た

し
…

」。
実
は
私
も
始
め
た
頃
、
短
歌

風
に
ま
と
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
五
行

歌
の
権
威
、
草
壁
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
る
と
、「
最
初
の
一
行
目
を
三
音

（
散・

・

歩・

と
か
野・

菜・
・

と
か
）
に
す
る
と
次
の

二
行
目
か
ら
七
・
五
・
七
・
七
が
頭
か
ら
消

え
ま
す
よ
」
と
教
え
て
い
ま
す
。
で
も
、

〝
五
行
歌
〟
の
好
き
な
人
（
作
首
も
含
め
）

〝
川
柳
〟
を
詠
む
の
が
得
意
の
人
、ス
ポ
ー

ツ
・
音
楽
etc
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
極
め
る

方
が
い
て
人
生
っ
て
面
白
い
で
す
ね
。

素
敵
で
す
ね
。

ま
っ
た
く
別
の
話
で
申
し
分
け
あ
り

ま
せ
ん
が
、
も
や
い

196
号
に
て
掲
載
し
ま

し
た
、あ
の
雑
種
の
黒
犬
『
じ
ゃ
が
い
も
』

君
、
つ
い
に
11
回
目
に
し
て
災
害
救
助
犬

の
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
。

よ
く
が
ん
ば
っ
た
ね
。
こ
れ
か
ら
は
〝
夢ゆ

め

之の

丞す
け

〟
君
と
、
一
人

で
も
多
く
の
人
命
を
助

け
、活
躍
し
て
下
さ
い
。

く
れ
ぐ
れ
も
怪
我
を
し
な
い
で
ね
。

な
お
、
当
同
好
会
に
ご
参
加
の
か
た
は
、

左
記
の
森
本
、
若
林
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　『
自
由
吟
』　
秋
を
想
う

老
い
る
事
他
人
事
だ
と
若
き
頃
 《

た
く
ま
》

流
れ
行
く
雲
の
む
こ
う
の
里
想
う
 《

タ
ク
マ
》

残
暑
過
ぎ
着
る
も
の
迷
う
オ
ク
ト
バ
ァ
ー
 《

ゆ
う
す
け
》

元
気
で
す
介
護
施
設
が
お
呼
び
で
す
 《

ユ
ウ
ス
ケ
》

色
づ
い
て
仏
に
上
げ
る
庭
の
柿
 《

い
き
お
》

走
り
終
え
運
動
会
の
水
の
味
 

《
イ
キ
オ
》

川 

柳 

同 

好 
会

選
者　
　
　森
本

　生
雄

　43
ー
0
0
2
3

　
　
　若
林

　琢
磨

　81
ー
1
4
0
7

秋
晴
れ
の

早
朝

老
夫
婦

腕
を
振
っ
て
歩
け
ば

小
学
生

　
　
　
　  

生
雄

病
院
の
ロ
ビ
ー

い
つ
も
の
人
が

い
な
い

も
し
か
し
て

病
気
か
し
ら

　
　
　
　 

も
も
子

五
行
歌

（
皆
様
か
ら
の
旅
行
記
等
記
事
を
募
集
中
で
す
! !
）


